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製品アセスメントとは、製品の開発・設計段階からそのライ

フサイクルにおける環境への影響を評価し、より環境負荷

の少ない製品（環境配慮型製品）づくりを行う手法です。

TDKでは、環境配慮型製品の開発を効率的かつ全社統

一基準で進めるため、1998年に「TDK製品アセスメント」

を制定し、1999年に国内事業所で運用を開始。2000年3

月までにすべての海外事業所でも運用を開始しました。�

TDKでは、新製品の開発には製品アセスメントを義務づけ、

開発の各段階において製品アセスメントを実施し、環境負

荷の低減を図っています。�

環境自己主張マーク�

TDKでは、環境配慮型製品のコンセプトを明確にし、新製

品開発時の環境面での目標として環境配慮の推進に役

立てることを目的に、「TDK環境自己主張マーク」（環境配

慮型製品認定制度）を1999年12月に制定しました。�

LCAの導入�

LCA（ライフサイクルアセスメント）は、原料調達から最終

廃棄までの環境負荷を定量的に把握し、評価する手法です。

TDKでは、製品アセスメントをレベルアップさせるために、

2000年にLCA導入を決定。2001年より事業部ごとに試

行を始め、2002年より主力製品についてLCAを導入して

いく計画です。�

鉛フリープロジェクト�

鉛の摂取は、神経障害などを引き起こす有害な物質として

知られています。近年、雨の酸性化が急速に進むことで、

廃棄物中の鉛がこの酸性雨によって溶解し、地下水及び

河川を経過して飲料水になることが懸念されています。

TDKはこうした状況を考え、鉛使用の継続的削減を目的に

1999年5月に鉛フリープロジェクトを発足し、全社的に組織

化しました。�

はんだの鉛フリー化�

鉛フリーはんだは、Sn-Pb共晶はんだよりも溶融温度が高

いため、製品の耐熱性の向上が必要であったり、鉛フリー

はんだとの高い接合信頼性を得るため部品端子の鉛フリー

化が必要になります。TDKはこれらの技術開発を2001年3

月までに完了し2002年3月までに承認活動と量産体制を

完了する予定です。また同時に、TDK製品の鉛フリーはん

だ化も推進し2002年3月までに承認活動と量産体制を完

了する予定です。�

TDKではこれらを「鉛フリーはんだに対応した電子部品の

開発」と「鉛フリーはんだの採用」と義務付け、2001年4月

以降目標値を満足できない製品は製品アセスメントシステ

ムでの承認が得られず、製品化できない仕組みとしました。�

素材の鉛フリー化�

TDKでは、鉛を使わない誘電体材料で大容量の積層セラ

ミックコンデンサを製品化したり、世界初の鉛フリーセラミッ

クレゾネータの開発に取り組んできました。今後も鉛フリー

素材の開発を強化し、TDKの製品から鉛を継続的に削減

してまいります。�

環境配慮の14分野�

製品アセスメント実施結果の例�

1. リサイクル材含有�
2. 省資源�

3.エネルギー回収�

4. 廃棄物の削減�

5. 省エネルギー�

6. 節水�

7.長寿命化�

14. クリーン（有害物質の削減または全廃）�
13. コンポスト（堆肥化）可能�

12. 分解可能�

11. 解体配慮設計�

10. リサイクル可能�

9. 再充填可�

8. 再使用可能�
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項目 得点※1 達成度（％）※2�

コンセプト 0.958 86.8�

遵法 1.181 90.3�

減量化 1.000 91.5�

長寿命化 1.000 98.0�

再資源化 1.000 88.8�

分解性 1.082 97.1�

項目 得点※1 達成度（％）※2�

安全環境性 1.137 93.3�

包装 1.136 86.9�

省エネ 1.000 95.1�

生産工程 0.979 78.7�

市場要求性 0.941 89.5�

情報の開示 1.010 90.5
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LCAの実習�
※1 得点は、従来製品との環境面での比較を表し1より大きい場合、環境面で改善しています。�
※2 達成度は、各評価項目を全て満足した場合100％としています。�

鉛フリーはんだ接合部の�
断面写真�


